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ナ シ "松 島 "の 受 粉 専 用 種 と し て の 適 性

阿 部  薫

(福 島県果樹試験場 )

Aptitude as a Pollinizer of Matu8hiln3 Pear Treo3

K30ru ADE

(Fukushinla F ruit― Tree Experinent etatiOn)

1ま え が き

ナシ栽培では現在人工受粉は欠かせない作業となってい

る。人工受粉用の花粉は開花前の音を取って人工的に開綺

させて用いることが最も効率的であるが,実際の採取にあ

たっては, 1番花や 2番花又は不要な花そうの書を選んで

取ることになり,短期間に大量の花粉を得ることは多くの

労力を必要とする。果実の収穫を目的としない花粉採取専

用の樹があれば,無差別に花そうこと花を採取でき,ま た,

この時期まで剪定を遅らせることにより大量の書を得るこ

とが容易となる。花粉採取専用樹としての特性は①開花期

が早いこと,②花粉量が多いこと,③花粉発芽率が高いこ

と,④花芽着生が良好なこと,⑤交配不親和性がないこと

が望まれる。このような観点にたって松島の特性を調査し

た。

2試 験 方 法

供試樹は高接後 4年目の松島を供試し,対象として豊水,

二十世紀各14年生樹を用いた。 1ク ラスター当たり花数 ,

一花中の雄しべの数,花の重さ,術の重さ等については開

花前日と思われる風船状の菅を採取し調査した。交配親和

性については奮受粉を行い,受粉後直に被袋し,後に結実

表 2 花重 鶏重 (多/500花 )

6)交配親和性は二十世紀 幸水・新水 長十郎との間
では,高い結実率を示したが ,豊水との間ではやや低い結

実率であった。しかし実用上は問題がないと思われる (表

3)。

14)花粉の種類によって果実の大きさ,形 ,品質に及ぼ

す影響について調査したが,果実品質 (硬度,糖度,酸含

量 )に は差が認められなかった。しかし果実の形状 ,果重

については差が認められた。すなわち松島の花粉を交配し

率を調査した。果実の形質は,大 きさ,果重は30～50果 ,

種子数は10果について調査した。

3 試験結果及び考察

(1)開花期は表 1に示したように,主要な栽培品種のな

かで最も早く咲く豊水より1～ 2日早く,二十世紀と比較

すると55年度は 5日 ,平年では 3～ 4日早い。 1ク ラスタ

ー当たりの花数,一花中の雄 しべの数は他の品種と変 りな

かった。

●)500花の重さは採取直後は豊水,二十世紀と同程度
か,やや下回った。しかし生鶏重では松島が多く,25℃ で

2日 間加温し開綺させた後の重さでも松島が多い傾向を示

した (表 2)。
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表 3 交配親和性
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表 4 果重,果形
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た果実は果重が大きく,やや縦長となる傾向を示 した。こ  豊水とほぼ同等と思われ,よ く着生する品種と考えること
のうち果重では幸水 長十郎で,果形比では新水・幸水に  ができる。短果枝花芽の着生及び維持も比較的良好である
有意差が認められ,明 らかな差となった。

“

)花芽の着生状況は 芽花では長十郎より若干劣るが,

表 5 腋花芽の着生状況

ように観察された (表 5)。

4 ま  と  め

松島は開花期が早く花粉量が多く,主要品種との親和性

もあることから花粉採取のための専用種として向く品種と

思われる。しかし花粉発芽率が他の品種に比べ低かったこ

と,果実形質に関して交配日が花粉品種ことに異なったこ

とが問題点として残ったため,今後さらに検討を加え明ら

かにしたヽヽ。
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